







との直接の関連はひとまず置き、13 世紀のスペイン語旧訳（原本は失われたが 15 世紀の写本が 2 種）とその底本に
近いと考えられているアラビア語写本の「鳩と狐と鷺」について考察する。このスペイン語旧訳は、ヘブライ語訳や
ラテン語訳や 15 世紀のスペイン語新訳よりも、はるかにアラビア語版に忠実だとされる。ただし、この旧訳は 15 世



















と狐」の話は⑧の写本 A に含まれ、B では導入部分のみで実質的に含まれない。スペイン語旧訳写本 A と内容が極
めて近く、このスペイン語訳の底本に近いのではないかと考えられているのが⑨のアラビア語写本 P18 である。これ
は⑥のところに含めるべきかもしれないが、比較的遅い 18 世紀のものだとの推測があるので表のこの位置に置く。４ 
表の下は、前稿（106 頁）での流れ図の体裁を少し変更し、上の表と番号を対応させたものである。
 [  ] は「鳩と狐（と鷺）」の話が含まれないもの。* は前稿で扱い、** は本稿で主に扱うもの。書名は異なるものがあるが『カ
リーラ』で統一した。
『カリーラとディムナ』番外編「鳩と狐と鷺」と『伊曽保物語』下28「鳩と狐の事」再考
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 ② [ 中世ペルシア（パフラヴィー語）訳（6 世紀・散逸）]
 ③ [ アラビア語訳『カリーラ』（８世紀半ば）　イブヌル・ムカッファ編訳 ]
 ④ [ アヤ・ソフィヤ写本（1221）、その校訂本アッザーム版（1941）]
 ⑤ [ 写本 （1339）、それに基づくシャイホウ版（1905）]
 ⑥ 現存する写本に関する限り 1339 以降の諸写本。その中に「鳩と狐と鷺」が最終章として追加された写本
があったと想定される。
 ⑦ スペイン語旧訳（1251）。原本は散逸。
 ⑧ スペイン語旧訳（1251）の写本 A（15 世紀初めの 3 分の 1）。** ６
 ⑨ アラビア語写本 P １８。**
 ⑩ ヘブライ語訳（13 世紀）*
 ⑪ ラテン語訳（13 世紀）*
 ⑫ スペイン語新訳 （1493-96） * ７　
 ⑬ ドイツ語版 （1480-83） *









　鳩に助言するこの鳥は、スペイン語新訳では「向かいの木にいた鳥」（un páxaro que estava en otro árbol delante）８
である。これに至るまでのヘブライ・ラテン・ドイツ語訳でも鳥ないし雀である。これに対しスペイン語旧訳では
alcarauan とあり、現代の西和辞典にはイシチドリ、渉禽類の鳥とあり、鷺の類の鳥のようである。９現代語訳に airón





















と Derenbourg は述べている。14 しかしこれはテクストの問題とも考えられる。鷺が鳩に対し、狐に言ってやれとい
う文句には 4 つの動詞が含まれる。すなわち「それをする（＝木に登ってくる）」「私の雛を食う」「お前から飛んで（逃
































　このかなり大きな部分がアラビア語写本 P18 にないということはどういうか。いま P18 の基になった写本を仮に写
本 X とする。考えられるのは、写本 X には（３）の部分があり、スペイン語旧訳はそれを忠実に訳し、P18 が写し損






























　p.110 Derenbourg 1887 → Derenbourg 1889
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注
1   主に J. Derenbourg: Johannis de Capua Directorium vitae humanae alias parabola antiquorum sapientum. Paris 1889 と





2   前稿ではこの箇所に気づかず、アラビア語版「鳩と狐」については Derenbourg の仏訳に拠った。
3   本稿ではこの小話に関し、上記の Derenbourg のテクスト（1889: 346-349）、写本 P18、シャイホウ版教科書  L. 
Cheikho: Kitāb Kalīlah wa-Dimnah (1922)、最近の学習用テキスト M. Younes: Kalila wa Dimna: For Students of Arabic　
(2013) を参照した。
4   P18 は François de Blois (1990: 72) によるパリ写本の通し番号で Bibliothèque nationale, Paris. Arabe 3478, supplément 
1795.　Döhla (2009) もこの P18 という表記を用いているので本稿もこれにならう。
5   Döhla (2009: 87) に説明の都合上丸付き数字を入れた。また同書 88 頁の表によりドイツ語版⑬を、102 頁以降の記
述から写本 P18 ⑨ を加えた。
6   「鳩と狐と鷺」のテクストは Döhla （2009: 480-484）による。
7   前稿で『伊曽保』の「鳩と狐の事」と関連があるのではないかとしたのは、このスペイン語新訳である。この表と
関連付けて前稿の『伊曽保』を組み入れれば、ドイツ語版『カリーラ』（1480-83）→ スペイン語版『イソップ』と『カリー
ラ』の合本 [1541],（1546） →｛国字本『伊曽保』と天草本『イソポのハブラス』の基になったと存在が推測される親本？｝
（1580 年代 ?）→　[ 天草本『イソポのハブラス』 （1593）]、国字本『伊曽保』（17 世紀前半）。なお M.H.Cortés (2007: 
52) によれば、スペイン語版の『カリーラ』とイソップ寓話の合本は [1541], 1546, [1550], 1621 年の 4 つの版が確
認されている。
8  M.H.Cortés (2007: 275)
9   Martín Alonso Pedraz : Diccionario medieval español. Ⅰ 218 : Ave zanduca [zancuda?] de cuello largo y cola pequeña, 
tarsos amarillos, alas blancas y negras, vientre blanco, el resto del cuerpo rojo y la cabeza de color negro verdoso.
10  Abdalá Benalmocaffa: Calila y Dimna. (Introducción, traducción y notas de Marcelino Villegas. Madrid 1991. p.298.)
11  H. Döhla （2009: 517f.）を参照。H.Wehr: A Dictionary of Modern Written Arabic では mālik の項に mālik al-ḥazīn は
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heron とあり、A.Wahrmund: Handwörterbuch der neu-arabischen und deutschen Sprache では ḥazīn の項に mālik al-
ḥazīn は der Reiher とある。Derenbourg のテキストは malik el-ḥazîn と音写し、教科書版 Munther Younes: Kalila wa 
Dimana for Students of Arabic は mālik。写本 P18 では ḥ が j となって malik al-jazīn とあるが、Döhla （2009: 518, n.85）
はこれを誤りだろうとしている。前稿では「悲嘆にくれる王」とした。ḥazīn は形容詞として「悲しい、悲嘆にく
れた」という意味ではがあるが、この箇所は定冠詞がつき属格。なお前稿ではこの点に関し以下のページを参考に
した。R.Neil Hewison: The Fayoum. History and Guide. New Revised Edition. Cairo 2008. p.16: The most common bird, 
as almost anywhere else in Egypt, is the cattle egret, abu qurdân （…） Thousands of abu qurdân roost in the palms and 
trees （…） A relative of the egret, the grey heron, is sometimes seen along canals; it is known in Arabic as ‘the sad king.’ 
The wide-eyed, long-legged stone curlew lives in the deserts （…）. 
     YouTube に Kalila Wa Dimna The chapter of Dove Fox and Snow Egret SD というタイトルで抒情的な朗読と動画があ
る。
12 Derenbourg （1889: 320）
13 Derenbourg （1889: 347）
        
    （大意）「鳩が棗椰子の葉叢へ巣の引っ越しをしようとすると、木は高く聳えているので、それがまた一苦労だった。」
Cheikho 教科書版 1922 p.286 も同文。
    M. Younes: Kalila wa Dimna: For Students of Arabic. 2013.p.265.
    
   
    P18 パリ写本＝ Bibliothèque nationale, Paris. Arabe 3478, supplément 1795. 208v.
    
　 M.Younes と P18 は描写が少しだけ詳しいが、両者の間にも数語の語句に違いがある。
     （大意）「鳩が棗椰子の葉叢へ巣の引っ越しを始めていた。ところが、木は高く聳えているので、卵の下へ巣を分け
て運ぶのは一苦労だ。」
    Derenbourg（1889: 327. n.5）は「巣」の第 1 音節に母音 u の記しているが、P18 では i である。スペイン語旧訳は
簡潔で、et la paloma para mudar su nido ally auía grant trabajo, tanto era de alta. 「鳩はそこへ（＝ナツメヤシの
てっぺんへ）巣を移すのに大変苦労していた。それほどヤシの木は高かった。」巣の移動の簡潔な描写という点で
は Derenbourg のテクストに近いようである。
14  Derenbourg （1889: 321, n.6） : G et I auraient-ils reculé devant la pensée que la mère mangerait elle-mème ses petits?　[G :
スペイン語旧訳 Gayagon （ed.） 1860.　I : ヘブライ語訳 Joel（tr.）]
『カリー ラとディムナ』番外編「鳩と狐と鷺」と『伊曽保物語』下28「鳩と狐の事」再考  
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15  “Quando veniere a fazer lo que dizes, dile tu: ‘Non te echare mis fijos, sy non que subas por ellos e que_ los comas, e sy 
non, yo non te echare ninguno.’ ”（Döhla p.481）
16  Derenbourg p.348
    「あなたがそうしたら（＝登ってきたら）、私は私の雛を食って……」
 　P18, 209r
 
    「あなたがそうして（＝登ってきて）私の雛を食ったら……」




      いっぽうスペイン語旧訳は、１） このように忠告すると鷺は川岸へ飛んで行った　２）鳩は答えた「川岸にいる鷺
がそう私に言ったのです」３）狐は鷺を探しに行き、たたずむ鷺を見つけた。
19  “Dios te salue, amigo. ¿Que fazes aqui? ¿Sabes por que te vine a buscar? Por que me dixeron que sabes muchos bienes 
para se guardar omne de_los açidentes de_los ayres del çielo, et vine a_ty por decoger algunt bien de_ty.” Et dixo el 
alcarauan: “¿Et que quieres saber de_mi?” Dixo la gulpeja: “Quando has frio a_los pies, ¿Que es lo que fazes?” Dixo el 
alcarauan: “Alço el vn pie e meto_lo asy a carona de_mi vientre.  Et quando aquel es caliente, alço el otro e quito aquel; et 
sufro_me desta guisa.”  Döhla （2009: 482）。Döhla はアッザーム版にも写本 P18 にもない部分をスモール・キャピタ
ルにしているが、ここでは通常の表記に戻した。
